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ＳＮＳ・ＡＩ技術を活用した住民避難・水防活動支援プロジェクト 
～三重県伊勢市をフィールドとした現場実証訓練～ 
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１．はじめに  

平成30年7月豪雨を踏まえ、住民自らの避難行動に結びつく情報の提供・共有方法を充実することを目的に、

情報を発信する行政と情報を伝えるマスメディア、ネットメディアなど多数の関係機関・団体が参加し「住民

自らの行動に結びつく水害・土砂災害ハザード・リスク情報共有プロジェクト」を推進している。 

この取り組みの一つとして、昭和 34 年の伊勢湾台風から 60年の節目を迎えるのを機に、三重県伊勢市をフ

ィールドとして、国、三重県、伊勢市と SNS、AI 技術を有する企業、研究機関など 12 の機関が連携し、河川

情報等の提供の充実を図り、住民の自らの避難行動や円滑な水防活動を支援することを目的としたプロジェク

ト（図－１）を立ち上げており、令和元年 9月に実施した現場実証訓練やその効果検証について報告する。  

２．現場実証実験の概要  

 伊勢市在住の三重県職員・伊勢市職員及びその家

族（高齢者）、高齢者福祉施設、伊勢市水防団、プ

ロジェクト参加団体など約 200名が実証実験に参加。   

① 高齢者等の避難支援 

河川情報、避難情報等を LINE 版防災チャットボ

ット「SOCDA」(ソクダ)※１を通じて住民役（伊勢市

職員等）に発信、その情報を「家族 LINE」や電話で

共有し、離れた家族に避難を呼びかける訓練(逃げ

なきゃコール)と併せ、全国初の取り組みとしてス

マートフォンの操作が苦手な高齢者等に対して、家

族からの避難の呼びかけを AIアシスタント「Clova」

(クローバ)を活用し、自ら避難行動するための防災

情報や避難所に関する情報を入手する訓練（図－

２）などを実施した。 

② 円滑な水防活動支援 

河川管理者(国、三重県)からの河川情報や伊勢市

からの防災情報を LINE 版防災チャットボット

「SOCDA」等を通じて、現場で活動する水防団や河川

巡視員のスマートフォンに共有する訓練と併せ、宮

川右岸の堤防法面崩落を想定した水防団の水防活動

状況、河川巡視員からの現地情報などを「SOCDA」を

通じて収集し、災害状況要約システム「D-SUMM」に

より地図上にマッピングされた情報を伊勢市、河川

管理者(国、三重県)がリアルタイムに共有する訓練

などを実施した。訓練で提供した河川情報として、

平成 30年から全国で設置を進めている「危機管理型 
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図－1 プロジェクト概念図 

図－2 AIアシスタント「Clova」による訓練状況 
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水位計」の氾濫開始水位などを、水防団を含む関係機関

に対しては全国初めての試みとなるプッシュ型自動配信

訓練(図―３)も取り組んだ。 

３． 令和元年台風 19号における現場実証 

実証訓練後に発生した令和元年 10 月の台風 19 号の接

近に伴い、関係機関による LINE 版チャットボット

「SOCDA」を活用した巡視等の現場情報収集の現場実証を

実施した。9月の現場実証訓練の参加者に加え、鈴鹿川・

雲出川・櫛田川・宮川の流量観測委託業者にも協力を得

て、約 170 件の現場情報(図―４)を収集することができ

た。当日は各機関の防災(風水害）体制の下で行い、伊勢

市からの巡視情報を国の地域支援(リエゾン派遣)時の浸

水箇所の参考情報(図－５)として活用するなど、今後、

地域支援としても有益な情報となることを確認した。 

４．現場実証実験等の効果検証 

 訓練参加者に協力いただいたアンケート(約 50 名)か

らは、7 割以上の参加者は SNS・AI 技術による情報が避

難行動の検討に有益であること、水害時における情報提

供が可能であることの結果(図－６)が得られた。高齢者

の避難支援で用いた「Clova」は、対話による避難行動

の一助として期待できるが、活用するための条件(Wi-Fi

環境)を満たす高齢者等が少ないことが導入の課題とし

て上げられた。台風 19 号で実施した現場実証では、リ

アルタイムにスムーズに情報提供が可能であったこと、

一度の習熟で問題なく操作が可能なことが確認できた

こと、「LINE」という利用者が多いシステムを用いたこ

とも今後の展開を図る上でも大きい要因と捉えている。 

５．おわりに 

 令和２年度からは、三重県下の複数の市町を対象としてこのプロジェクトの取り組みを推進していく予定と

している。 
 ※１）「SOCDA」は国立研究開発法人防災科学技術研究所、国立開発研究法人情報通信研究機構、株式会社ウェザーニューズが、LINE 株式会

社の協力を得て、内閣府総合科学技術・イノベーション会議が主導する戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第 2 期にて研究

開発を実施している。 

台風19号による情報収集（伊勢市）

■10/11 23:00～10/12 12:00で66件、 10/12 12:00～18:00で12件の登録。
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実証訓練後のアンケート調査

図－3 危機管理型水位計のプッシュ型配信 

（LINE版チャットボット「SOCDA」を活用） 

 

図－4 災害状況要約システム「D-SUMM」 図－5 伊勢市による巡視情報 

図－6 実証訓練後のアンケート結果(一部) 
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